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主な歳入内訳

高原町の基金

主な性質別歳出内訳
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決
算
報
告

歳入　７５億３，５６１万９千円
歳出　７４億３，６７９万４千円
歳入　７５億３，５６１万９千円
歳出　７４億３，６７９万４千円

主な事業

令和５年度歳入歳出決算額令和５年度歳入歳出決算額

令　　和　　５　　年　　度

決　　算　　額

町　税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

寄附金

区　　　　　　　　　　　　分

学　　　 校　 　　基　　 　金

公  共  施  設  等  整  備  基  金

ふ  る  さ  と  振  興  基  金

１　９　基　金　の　合　計

財　  政　  調　  整　  基  　金

令  　和　  ４　  年  　度  　末 令  和  ５  年  度  中  増  減  高 令  和  ５  年  度  末  現  在  高

12億9,576万3千円

5,189万9,434円

4億1,838万6,567円

3億1,119万7,838円

33億9,842万3,155円

13億4,683万8千円

5,189万9,434円

4億8,490万9,036円

4億5,646万8,149円

37億7,443万1,478円

5,107万5千円

0円

6,652万2,469円

1億4,527万311円

3億7,600万8,323円

繰入金

町　債

歳入合計

人件費

扶助費

公債費

物件費

補助費等

積立金

投資的経費

歳出合計

増減率
構 成 比

（全体の何％か）
増　 減 　額
（令和４年度との差額）

決　　算　　額 増減率
構 成 比

（全体の何％か）
増　 減 　額
（令和４年度との差額）

前　年　度　と　比　較 令　　和　　５　　年　　度 前　年　度　と　比　較

8億4,533万1千円

9億6,142万7千円

7億7,261万4千円

6億224万5千円

4億1,795万6千円

4億6,706万6千円

75億3,561万9千円

27億3,401万3千円

10億7,112万5千円

5億7,414万9千円

9億3,611万5千円

13億5,052万7千円

5億3,877万4千円

10億827万5千円

74億3,679万4千円

11億7,512万6千円

2,420万2千円

−9,029万2千円

2億3,424万8千円

1億3,120万1千円

6,539万7千円

8,496万7千円

3億4,121万3千円

−9,887万3千円

220万1千円

1,391万7千円

−4,710万1千円

1億6,420万2千円

3,112万円

2億9,173万6千円

3億3,652万4千円

2億2,785万4千円

11.2%

12.8%

10.3%

8.0%

5.6%

6.2%

100%

36.3%

14.4%

7.7%

12.6%

18.2%

7.2%

13.6%

100%

15.8%

0.2%

2.5%

−4.8%

−10.8%

0.6%

40.7%

4.7%

24.1%

2.9%

−8.6%

43.5%

27.9%

18.5%

22.2%

4.7%

−3.5%

令和５年度に行われた主な事業及び決算額
○　広報たかはる発行事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６９万９，８２７円

　　※　町政一般を周知するため、月１回発行されるもの。毎月３，５００部発行（町外希望者へ１３０部）

○　ＪＲ吉都線利用促進協議会負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０２万円

　　※　沿線自治体とともに、JR吉都線利用促進に向けた取り組み費用として

○　地域交通機関運行維持対策事業・・・・・・・・・・・・・・５１４万５，４３０円（６路線：乗合タクシー）、

　　５６８万６千円（２路線：広域的バス）、１３７万１千円（地域間幹線バス）

○　高原駅トイレ改修事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６２万円

○　低所得者支援及び定額減税補足給付金給付事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，９３１万２，９１５円

○　高齢者の生きがいと健康づくり事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７５万３，１７６円

　　※　町内１４地区で運営する茶飲み場及びお話相手事業の委託経費として

○　高齢者の介護予防・健康づくり事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２６万６千円

○　放課後児童健全育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，９６７万４，３８１円

○　ごみ袋作成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７４９万６，０１６円

○　街路灯ＬＥＤ化改修工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７４４万８，４３６円

　　※　令和５年度末で、町内２５３基（全て）の街路灯全てがＬＥＤ化されました。

○　高原町内事業者原油・価格高騰対策支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，５３９万３，８２１円

　　※　物価高騰の影響により深刻な打撃を受けている地域経済や町民・町内業者の支援を行うため、

　　　　プレミアム付商品券７，２００セット発行したもの

○　高原町消費拡大支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，６４１万５，７３５円

　　※　令和５年１０月発行「議会だより」Ｐ８　キャッシュレス促進事業第５弾の報告になります☆

　　　　令和５年度事業費：２，６４１万５，７３５円（費用対効果約４.８倍）町内で消費された金額

　　　　：約１億２，６９０万円過去最大の効果となりました。
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総
務
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令和５年度決算における委員会審査

令和５年度末の給水人口は８，４２４人（前年度より２５０人減）、給水件数は４，３８２件

（前年度より２０件減）となり、年間配水量は１５１万２，８０５立方メートル、年間有収水量

は１１３万７，６４８立方メートル、一人１日平均使用水量は３７０ℓであった。

　水道料金の未収金については、令和６年６月３０日現在、２２３人の１９６万８，９７３円と

なっており、未納者数は前年度比９人増となっている。

総務経済常任委員会（審査：建設水道課が所管する認定３件、議案１件）

認定第２号：住宅新築資金等貸付事業特別会計
委員会の意見：収入未済額の令和５年度末の現在高は２名の１，３８０万４，３９６円となって

　　　　　　　おり、引き続き法的措置も視野に回収業務に努力されたい。

認定第３号：農業集落排水事業特別会計
平成７年供用開始以来２９年が経過している。令和６年３月末現在、区域内戸数２８８戸に対し

２２４戸が加入しており、加入率は７７.８％である。

委員会の意見：今後とも、加入促進に努力されるとともに、施設の維持管理を徹底し、延命化を

　　　　　　　図るよう配慮されたい。また、令和６年度より地方公営企業法の財務会計適用と

　　　　　　　なり、公営企業としての経営の効率化と収益の確保を図り、経営の健全化を図ら

　　　　　　　れたい。

認定第7号：工業用水道事業決算認定
地方公営企業に基づく企業会計方式へ移行して２５年目となった。しかし、用水としての供給が

ないため建設仮勘定での資本的収支のみの決算となっている。

議案第５６号：水道事業利益の処分及び決算認定

委員会の意見：本町を含む各地で頻発する自然災害では、断水など住民生活に大きな影響を及ぼ

すことが想定され、災害に対する備えについては万全の対策を期されたい。また、水道料金につ

いては受益者間の公平性を確保し、今後も健全経営を図り、安心、安全な水の供給に努められたい。

▲総務経済常任委員会審査



令和５年度決算における委員会審査
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委員会の意見：業務実績については、入院患者数は前年度より増加し、外来患者数は前年度より

減少している。医業収支では、３億１，０４３万４，７２２円の損失となっており、前年度の３

億２，３７３万８，７９６円の医業損失

に続き、依然厳しい経営状況にある。

　今後の人口減少や少子高齢化の急速な

進行を踏まえ、医療提供体制の在り方を

検討し、早急な経営健全化に取り組まれ

たい。

認定第4号：国民健康保険特別会計
令和５年度の国民健康保険加入状況は、平均被保険者数２，２５５人、平均世帯数１，４７５世帯

であった。

委員会の意見：令和５年度の一人当たりの医療費は、４９万５，３１８円（県内で７番目に高い）

　　　　　　　で県内市町村平均４４万９，２２６円を上回っている。今後、高齢化の進行や医

　　　　　　　療の高度化により、一人当たりの医療費が増加することが予想される。

認定第5号：介護保険事業特別会計
保険事業勘定は、令和６年３月末現在の第１号被保険者数は、３，６９８人で、要介護・要支援

認定者数は、延べ６００人であった。

委員会の意見：令和６年度から第９期介護保険事業計画となり、その趣旨を基本に、今後も高齢

　　　　　　　者が安心して日常生活が営めるよう、介護予防に積極的に取り組むなど、中長期

　　　　　　　を見据えた介護サービスを行うため、介護を支えるための人材確保を進め、介護

　　　　　　　保険事業の円滑な運営に取り組まれたい。

認定第６号：後期高齢者医療特別会計
後期高齢者医療保険の令和６年３月末現在の被保険者数は、２，０１７人となっている。

委員会の意見：高齢化の進行や医療の高度化等により、医療費が増加し、後期高齢者医療広域連

　　　　　　　合納付金の増加が予想される。被保険者の医療の確保と健康の維持増進のため、

　　　　　　　各種保健事業の推進啓発により、保険給付費の抑制を図り、引き続き適切な財政

　　　　　　　運営に努められたい。

議案第５７号：病院事業積立金の処分及び決算認定
令和６年３月３１日時点の診療体制は、常勤医師１人、他職員４２人の計４３人で管理運営され

ており、入院患者数は、延べ１万７１８人（１日平均２９.３人）、外来患者数は、延べ２万２，

４５５人（１日平均７６.６人）となっている。

▲文教厚生常任委員会審査

文教厚生常任委員会
（審査：町民課、税務会計課、福祉課が

　　 所管する各認定３件、病院の議案１件）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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令和５年度決算における現地調査
○　上水道施設災害復旧事業常盤台水源地（令和４年度繰越を含む４事業）・・・・・・・４，５５１万３千円

○　常盤台浄水場等施設整備工事、浄水場試験井戸掘削工事・・・・・・・・・・・・・２，３９９万９００円

○　令和３年発生（繰越）道路災害復旧工事（十文字・鷹巣原線）・・・・・・・・・・・・・７，４６１万円

○　街路事業（社総金・単独）二葉・村移線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７，５８３万４千円

○　高原中学校校舎屋根補修工事（普通教室棟）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，０２０万７千円

○　広原小学校屋内運動場照明L E Ｄ化工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０８万５，９４５円

○　下広原構造改善センター屋根改修工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８３９万５千円

○　県営畑地帯総合整備事業（後川内１期地区：受益面積５５ｈａ）・・・・・・・２，６３２万９，１０９円

○　御池松の港野営場施設改修工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，４１２万円

○　御池皇子港園地進入路安全施設設置工事・ブロック設置工事・・・・・・・・・・・・・・・・１００万円

全９４箇所　総額　６億２，８６３万５，９９６円

▲上水道施設災害復旧事業　常盤台水源地 ▲常盤台浄水場

▲高原中学校校舎屋根補修工事 ▲広原小学校体育館ＬＥＤ化

▲街路事業　二葉・村移線 ▲県営畑地帯総合整備事業（後川内１期地区）

▲御池松の港野営場（御池キャンプ村） ▲御池皇子港

現
地
調
査
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９月定例会のあらまし　第３回定例会

１．教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について

２．令和５年度高原町健全化判断比率及び資金不足比率について

３．令和５年度奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社決算及び事業実績について

　　→ 令和４年３月２５日の設立から令和６年３月で約２年が経過。令和５年度（第３期）は、「ふるさと納税

　　推進強化事業」と「タウンブランディング事業」に着手

　　→ 令和５年度ふるさと納税額の実績

報告３件

前　年　度　比目　　　　標 実　　　　績 目　　標　　値 達　成　率
＋１億4,671万7,900円４億８千万円 ５億8,724万3,900円 ＋１億724万3,900円 122.3%

（※令和４年度実績：４億4,052万6千円）

第 1位　「まちづくり・市民活動」に対する寄附　　　７，８１７件　　　１億８，６３７万９，７００円

第 2位　「分野を指定しない」に対する寄附　　　　　８，０９６件　　　１億５，２６０万１，５００円

第 3位　「子ども・子育て」に対する寄附　　　　　　５，９９８件　　　１億４，７９８万８，６００円

※令和５年度ふるさと納税における使途指定項目９つの内、納税額が高い主な項目ベスト３

　　　　　　　　　　　　　　　　

その他にも「スポーツ・文化振興」「健康・医療・福祉」「地域・産業振興」「観光・交流・定住促進」

「災害復興支援」「その他」などの項目で寄附を頂いております。

指定する寄附 寄附件数 寄 付 額

〇養護老人ホーム峰寿園の施設修繕・改修等経費・・・・・・５３５万２千円

〇放課後児童健全育成事業の基準額見直しに伴う費用及び

　子ども家庭センター開設に伴う経費・・・・・・・・・１，８１１万２千円

〇町道の維持補修に係る経費・・・・・・・・・・・・・・・１，６００万円

〇下後川内多目的集会施設の進入路の改修工事に係る経費・・・・２２８万円

〇６月の梅雨前線豪雨により被災した農業用施設の復旧に

　係る経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，５９９万９千円

〇令和５年被災の復旧工事における物価変動による増額

　分経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８０７万４千円

〇企業版ふるさと納税による寄附金の積み立て・・・・・・・２，０００万円

同意３件（委員任命）
〇 教育委員会の委員の任命に同意しました。

　・温谷　一浩さん（再任）　・横山　由貴さん（新任）

令和６年度高原町一般会計補正予算（第３・４号）
（第 3 号）低所得者等に対する国の支援事業追加費として、５，８７０万２千円

（第４号）令和６年６月梅雨前線豪雨により被災した農地や農業用施設復旧にかかる経費等として、４３５万円

令和６年度高原町一般会計補正予算（ 第５号）
〇補正予算　１億５，３１１万４千円　〇予算総額　７０億３，９９２万２千円

補正の主なもの

〇 公平委員会の委員の選任に同意しました。

　・涌水　　香さん（再任）

第３回定例会は、９月４日から９月２０日の１７日間開催され、報告３件、同意３件、承認２件、

議案１８件、認定７件が上程され、原案どおり同意、承認、可決、認定しました。

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

採決が分かれた議案の議員別賛否一覧 　令和６年第３回定例会　議決結果（内容）

⑥
外
村
　 

仁

⑨
陣
　 

圭
介

⑧
山
下 

香
織

④
温
水 

宜
昭

②
岩
元 

礼
子

⑦
郡
山 

貞
利

①
西
嶋 

陽
代

③
福
澤 

卓
志

⑤
末
永 

　
充

⑩
前
原 

淳
一

議   案

番   号
件　　　　　　名

議
決
結
果

令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号）

令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定について

議案第51号

議案第57号

認定第４号

−○○○○○○●○○可
決

認
定

及
び

可
決

−●○○○○○○○○

−●○○○○○○○○

認
定

峰寿園（修繕・改修予定場所）峰寿園（修繕・改修予定場所）

下後川内多目的集会施設進入路

（改修前）

下後川内多目的集会施設進入路

（改修前）



07　議会だより　たちばな　

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

（一般質問の様子）

高原町 高原町 高原町TAKAHARU TAKAHARU

末永　　充議員
すえなが　   　みつる

末永　　充議員
すえなが　   　みつる

（一般質問の様子）

郡山　貞利議員
こおりやま    さだとし

郡山　貞利議員
こおりやま    さだとし

問　

近
隣
自
治
体
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

猟
友
会
同
士
と
の
協
議
を
重
ね
、
駆
除
対
策
が

図
れ
な
い
か
。

答　

行
政
区
を
超
え
て
の
駆
除
活
動
は
制
約
等

も
あ
り
、
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で
の
駆
除

班
に
お
い
て
対
応
し
捕
獲
し
た
。　

問　

町
境
に
お
け
る
狩
猟
区
域
の
駆
除
対
策
は
、

今
後
ど
う
進
め
る
か
。

答　

県
主
導
で
実
施
で
き
る
よ
う
法
改
正
も
さ

れ
て
お
り
、
猟
友
会
や
地
域
住
民
等
と
の
合
意

形
成
を
図
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

問　

鳥
獣
の
隠
れ
場
の
撲
滅
対
策
の
考
え
は
。

答　

鳥
獣
被
害
防
止
に
つ
な
が
る
遊
休
農
地
等

の
保
全
に
よ
り
、
地
域
の
意
向
に
沿
っ
た
対
策

を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

猟
友
会
も
高
齢
化
し
て
お
り
、
新
た
な
駆

除
班
体
制
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ

っ
た
。

答　

猟
友
会
全
体
の
意
見
を
伺
っ
た
上
で
判
断

す
る
。

●
防
災
（
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
見
据
え
た
大
規

模
災
害
）

問　

万
が
一
に
備
え
、
国
の
事
業
等
を
利
用
し　

鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

た
整
備
を
進
め
る
考
え
は
。

答　

本
町
の
地
理
的
条
件
に
着
目
し
、
国
・
県

の
事
業
を
活
用
し
た
事
業
を
、
関
係
機
関
に
働

き
か
け
た
い
。

問　

保
健
師
ら
で
作
る
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム

（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
が
施
設
避
難
所
で
迅
速
に
活
動

で
き
る
よ
う
整
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　

今
後
の
具
体
的
な
通
達
等
に
従
い
、
進
め

て
行
く
。

問　

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
基
盤
の
分
散
化
を
行

う
べ
き
で
あ
る
が
。

答　

主
要
機
器
が
役
場
内
に
あ
る
た
め
、
早
急

に
庁
舎
外
に
移
設
す
る
必
要
が
あ
り
、
移
設
先

の
候
補
地
や
費
用
な
ど
調
査
し
て
い
く
。

問　

災
害
時
の
自
治
体
連
携
に
取
組
ん
で
い
る

の
か
。

答　

自
治
体
間
の
応
援
協
定
等
を
締
結
し
て
い

る
。

問　

高
原
町
に
出
来
る
後
方
支
援
の
「
高
原
エ

イ
ド
」
と
い
う
こ
と
を
国
に
呼
び
か
け
る
姿
勢

も
必
要
で
あ
る
。

答　

国
・
関
係
機
関
に
呼
び
か
け
る
。

イントラネットワーク
基盤の移設

イントラネットワーク
基盤の移設

問　
経
営
改
善
の
た
め
一
般
病
床
の
削
減
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
の
増
床
を
行
っ
た
が
、
現
在

の
稼
働
状
況
は
。

答　

令
和
６
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
実
績
で

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
26
床
で
の
稼
働
率
が

82
・
４
％
、
そ
の
他
病
床
14
床
の
稼
働
率
が

70
・
５
％
、
全
体
40
床
の
稼
働
率
が
78
・
２
％

で
あ
る
。

問　
令
和
６
年
２
月
よ
り
午
後
の
診
察
を
休
診

と
し
て
い
る
が
、
外
来
患
者
数
の
増
減
は
。

答　

令
和
６
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
実
績
は
、

延
べ
６
，
１
０
０
名
、
前
年
度
同
時
期
７
，
４

８
８
名
で
、
前
年
度
比
較
１
，
３
８
８
名
の
減

少
と
な
っ
た
。

今
後
の
町
立
病
院
に
つ
い
て

今
後
の
町
立
病
院
に
つ
い
て

問　
他
会
計
繰
入
金
を
２
億
円
ま
で
と
し
た
本

年
度
の
経
営
目
標
達
成
の
見
通
し
は
。

答　

令
和
６
年
４
月
か
ら
６
月
の
実
績
を
も
と

に
収
支
見
込
み
の
算
出
を
行
い
、
想
定
さ
れ
る

収
支
状
況
と
し
て
、
入
院
収
益
は
30
床
稼
働
で

試
算
し
、
約
５
，
４
０
０
万
円
の
増
収
と
な
る
。

要
因
と
し
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
増
床
の

効
果
が
考
え
ら
れ
る
。外
来
収
益
で
は
約
１
，８

０
０
万
円
の
減
収
と
な
る
。
要
因
と
し
て
、
午

後
の
外
来
診
療
を
休
診
し
て
い
る
こ
と
。
そ
の

他
医
業
収
益
で
は
、
約
２
，
０
０
０
万
円
の
減

収
と
な
る
。
要
因
は
一
般
会
計
繰
入
金
（
救
急

医
療
分
）
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
経
営
目
標
達
成
の
見
通
し
は
現
状

で
は
厳
し
く
、
病
床
の
稼
働
月
平
均
36
床
以
上
、

外
来
診
療
の
充
実
、
救
急
に
対
す
る
応
需
率
の

向
上
、
入
院
に
関
わ
る
看
護
師
の
勤
務
に
お
け

る
ル
ー
ル
を
順
守
し
つ
つ
、
配
置
の
見
直
し
を

行
い
午
後
の
診
療
も
検
討
す
る
た
め
今
少
し
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

▲高原病院



問　
医
師
確
保
に
向
け
た
具
体
的
な
内
容
は
。

答　
医
師
確
保
は
病
院
経
営
の
最
優
先
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
年
度
も
大
学
医
局

へ
の
訪
問
や
県
知
事
へ
の
要
望
を
行
っ
た
。
今

後
は
対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
エ
リ
ア
の
大
学

等
に
も
範
囲
を
拡
大
し
、
医
師
確
保
に
向
け
た

取
組
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
経
営
改
革
対
象
期
間
中
（
令
和
６
年
度
か

ら
９
年
度
）
の
収
支
目
標
達
成
へ
向
け
て
の
努

力
と
課
題
は
。

答　
医
業
収
益
の
増
と
支
出
削
減
に
努
め
計
画

上
の
経
常
利
益
黒
字
化
を
目
指
し
た
い
。

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ議会だより　たちばな　08

（一般質問の様子）

（一般質問の様子）

温水　宜昭議員
ぬくみず　 よしあき

温水　宜昭議員
ぬくみず　 よしあき

問　
一
般
会
計
か
ら
病
院
会
計
へ
の
繰
出
金
は

２
億
円
を
上
限
と
し
、
病
院
事
業
へ
の
経
営
補

助
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
と
あ
る
が
、
２
億

円
の
根
拠
と
経
営
管
理
者
と
し
て
の
町
長
へ
の

考
え
を
伺
う
。

答　
交
付
税
算
定
の
基
礎
数
値
や
病
床
数
な
ど

を
基
に
算
出
し
た
額
を
基
本
と
し
て
町
全
体
と

し
て
の
財
政
状
況
や
財
政
調
整
基
金
の
残
高
な

ど
か
ら
病
院
長
と
の
協
議
の
う
え
上
限
額
２
億

円
を
設
定
し
た
。

問　
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
10
床
か
ら
26
床
へ

の
増
床
や
診
療
報
酬
改
定
に
よ
る
増
収
効
果
へ

の
期
待
は
。

答　
入
院
１
人
当
た
り
単
価
が
約
20
％
伸
長
す

る
試
算
と
診
療
報
酬
が
令
和
６
年
６
月
よ
り
全

体
で
０
・
８
８
％
の
プ
ラ
ス
改
定
に
な
っ
た
。

問　
病
院
職
員
数
減
に
よ
る
医
療
体
制
（
士
気

の
低
下
等
）
へ
の
影
響
は
な
い
か
。

答　
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で
前
年
度
よ
り

職
員
数
が
12
名
減
少
と
な
り
具
体
的
に
は
看
護

師
の
働
き
方
改
革
に
伴
う
夜
勤
時
間
内
制
限
遵

守
の
た
め
外
来
職
員
を
病
棟
に
配
置
す
る
必
要

が
あ
り
午
後
の
外
来
診
療
を
制
限
し
て
い
る
。

高
原
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

高
原
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

山下　香織議員
やました　   かおり

山下　香織議員
やました　   かおり

▲高原病院待合室の様子

●
町
長
の
政
策

問　
今
、
一
番
力
を
入
れ
て
る
政
策
は
何
か
。

答　
人
口
減
少
対
策
・
産
業
振
興
を
踏
ま
え
て

立
ち
上
げ
た
地
域
商
社
の
活
動
の
促
進
。

問　
進
ん
で
い
な
い
政
策
は
何
か
。

答　
公
共
施
設
の
整
備
・
病
院
の
経
営
改
善
。

●
ふ
る
さ
と
納
税

問　
具
体
的
な
使
い
道
の
報
告
を
す
る
べ
き
で

は
。

答　
町
内
外
に
分
か
り
や
す
く
改
善
し
て
い
く
。

●
犬
猫
に
係
る
助
成

問　
飼
い
主
が
分
か
ら
な
い
猫
の
不
妊
手
術
が

進
ん
で
い
な
い
が
対
策
は
。

答　
県
の
地
域
猫
対
策
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

引
き
続
き
区
長
会
や
Ｈ
Ｐ
で
周
知
し
て
い
く
。

問　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
助
成
に
つ
い
て
。

答　
慎
重
な

調
査
研
究
が

必
要
と
考
え

て
い
る
。

●
町
民
に
向
け
た
創
業
政
策

問　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
創
業
支
援
窓
口
が
必
要

で
は
。

答　
本
町
に
あ
っ
た
創
業
支
援
や
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
充
実
を
見
据
え
、
調
査
・
研
究
を
進
め

る
。

問　
新
し
い
創
業
支
援
の
検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　
様
々
な
支
援
策
を
組
み
合
わ
せ
て
新
規
創

業
者
の
初
期
費
用
の
軽
減
と
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
り
た
い
。

●
畜
産
業
・
農
業
を
基
盤
と
し
た
奨
学
支
援

問　
先
進
的
な
取
り
組
み
を
学
ぶ
為
の
支
援
は

出
来
な
い
か
。

答　
相
談
が
あ
れ
ば
、
各
種
助
成
制
度
の
紹
介

等
を
行
う
。

未
来
を
見
据
え
た
決
断
を
！

未
来
を
見
据
え
た
決
断
を
！

▲６月灯に集まった子供達



09　議会だより　たちばな　

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

（一般質問の様子）

（一般質問の様子）

陣　　圭介議員
じん　   　  けいすけ

陣　　圭介議員
じん　   　  けいすけ

前原　淳一議員
まえはら    じゅんいち

前原　淳一議員
まえはら    じゅんいち

●
債
権
管
理

問　
回
収
不
能
な
債
権
を
厳
格
な
条
件
で
放
棄

で
き
る
債
権
管
理
条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ
き

考
え
は
。

答　

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
未
収
金
を
縮
減
で

き
公
正
円
滑
な
行
政
運
営
に
つ
な
が
る
。
条
例

は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

●
行
財
政
改
革

問　
人
件
費
の
削
減
に
つ
き
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答　

退
職
者
不
補
充
及
び
正
規
職
員
に
よ
る
超

過
勤
務
の
縮
減
。
令
和
５
年
度
の
超
過
勤
務
時

間
は
前
年
度
比
６
，
４
３
６
時
間
の
縮
減
を
達

成
し
た
。

問　
近
年
、
技
術
職
の
育
成
が
疎
か
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
職
種
を
区
別
し
て
重
点

化
す
べ
き
人
件
費
等
は
明
確
化
で
き
て
い
る
か
。

答　

土
木
技
術
職
は
来
年
度
採
用
予
定
。
適
性

あ
る
職
員
に
は
専
門
的
研
修
等
を
受
講
さ
せ
る

機
会
を
設
け
、
熟
練
職
員
に
は
で
き
る
限
り
定

年
延
長
を
い
た
だ
き
、
後
継
職
員
の
育
成
指
導

を
お
願
い
し
て
い
る
。

直
接
的
な
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を
！

直
接
的
な
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を
！

●
ま
ち
づ
く
り
事
業

問　
町
等
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
職
員
が
踊
っ
て

い
る
姿
な
ど
を
目
に
す
る
。
職
員
人
件
費
に
係

る
コ
ス
ト
を
か
け
て
で
も
や
る
価
値
が
あ
る
も

の
か
。

答　

高
く
評
価
を
し
て
い
る
。

問　
地
域
商
社
の
今
後
に
つ
き
、
商
工
会
、
観

光
協
会
、
Ｊ
Ａ
に
積
極
的
に
関
与
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

資
金
が
必
要
な
新
し
い
事
業
に
着
手
す
る

際
に
、
資
本
金
を
増
や
す
べ
き
と
い
う
よ
う
な

意
見
が
出
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
廃
止
と
な
る
学
校
の
校
歌
を
地
元
か
ら
残

し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
。
防
災
無
線
チ
ャ

イ
ム
で
順
次
流
す
よ
う
に
し
て
は
。

答　

総
務
課
と
協
議
し
て
、
可
能
な
限
り
ご
意

見
に
添
え
る
よ
う
進
め
た
い
。

●
病
院
事
業

問　
令
和
５
年
度
決
算
や
収
支
見
込
み
を
ふ
ま

え
た
現
状
の
経
営
見
通
し
は
。

答　

追
加
的
現
金
投
入
が
行
わ
れ
な
い
限
り
、

年
度
を
重
ね
る
都
度
負
債
が
積
み
上
が
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
職
員
と
の
対
話
に
よ
る
経
営

改
善
を
検
討
し
、
今
年
度
で
き
る
こ
と
か
ら
確

実
に
取
り
組
み
を
進
め
、
収
支
改
善
に
努
め
た

い
。

問　
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
は
、
国
民
の

祝
日
「
山
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
８
月
11

日
に
記
念
式
典
を
行
う
も
の
だ
。
こ
の
全
国
大

会
が
誘
致
で
き
れ
ば
、
皇
子
原
公
園
に
関
し
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
や
、
高
千
穂
峰
登
山
の
拠

点
と
す
る
取
り
組
み
に
も
マ
ッ
チ
す
る
も
の
と

考
え
る
。
ま
た
、
全
国
か
ら
多
く
の
参
加
者
、

関
係
者
が
本
町
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
、
天
孫

降
臨
の
地
、
神
武
天
皇
ご
生
誕
の
地
、
す
な
わ

「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
を
高
原
町
に
！

「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
を
高
原
町
に
！

ち
日
本
発
祥
の
地
と
し
て
、
観
光
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
立
候
補
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答　

日
本
の
歴
史
的
な
背
景
を
有
す
る
高
原
町

で
「
山
の
日
」
を
祝
う
こ
と
は
、
日
本
の
誇
り

と
伝
統
を
称
え
る
意
味
深
い
機
会
と
な
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
観
光
や
地
域
産
業
へ
の
刺
激
と

な
り
、
地
域
振
興
と
関
係
人
口
や
交
流
人
口
創

出
の
機
会
に
も
な
る
。
誘
致
に
つ
い
て
は
一
考

に
値
す
る
と
考
え
て
お
り
、

県
に
問
い
合

わ
せ
す
る
な

ど
、
情
報
収

集
や
関
係
者

と
の
協
議
を

行
っ
て
い
く
。

※９月は自殺予防週間となるため、
議員・執行部共にブルージャンバー
を着用して一般質問を行いました。

※９月は自殺予防週間となるため、
議員・執行部共にブルージャンバー
を着用して一般質問を行いました。



議会だより　たちばな １０

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

（一般質問の様子）

（一般質問の様子）

西嶋　陽代議員
にしじま　   はるよ

西嶋　陽代議員
にしじま　   はるよ

福澤　卓志議員
ふくざわ　   たくじ

福澤　卓志議員
ふくざわ　   たくじ

●
災
害
等
対
策

問　
８
月
８
日
発
災
の
日
向
灘
地
震
対
応
と
し

て
、
24
時
間
体
制
の
待
機
を
役
場
庁
舎
で
行
う

の
は
危
険
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　

町
民
対
応
を
優
先
す
る
為
に
行
っ
た
。

問　
個
別
避
難
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答　

出
来
て
い
な
い
。

問　
各
公
共
施
設
に
お
け
る
非
常
設
備
（
非
常

階
段
、
誘
導
標
識
等
）
は
十
分
か
。

答　

消
防
法
を
遵
守
し
て
い
る
。

問　
非
難
中
に
事
故
が
起
こ
ら
な
い
為
の
点
検

は
十
分
か
。

答　

今
回
の
地
震
を
受
け
、
再
度
点
検
を
行
っ

た
。

●
鳥
獣
被
害
対
策

問　
駆
除
し
た
鳥
獣
に
対
す
る
報
奨
金
の
拡
充

や
税
制
優
遇
は
出
来
な
い
か
。

答　

報
奨
金
は
西
諸
３
市
町
と
の
協
議
が
必
要

で
あ
る
。
税
制
優
遇
は
出
来
な
い
。

問　
負
担
軽
減
の
為
に
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
実

証
・
導
入
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
セ
ン
サ
ー

カ
メ
ラ
等
の
設
置
は
出
来
な
い
か
。

答　

検
討
す
る
。

急
務
！
鳥
獣
被
害
対
策
！
！

急
務
！
鳥
獣
被
害
対
策
！
！問　

被
害
防
止
の
為
に
も
捕
獲
班
員
確
保
が
急

務
だ
と
考
え
る
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
招
致
出
来
な
い
か
。

答　

捕
獲
要
員
に
限
ら
ず
広
く
公
募
す
る
。

●
費
用
削
減
対
策

問　
郵
送
料
値
上
げ
に
伴
う
コ
ス
ト
軽
減
と
し

て
、
広
告
掲
載
封
筒
を
導
入
し
て
は
。

答　

検
討
す
る
。

●
小
・
中
学
校
統
合
準
備
等

問　
各
学
校
の
閉
校
準
備
委
員
会
の
現
状
は
。

答　

狭
野
小
学
校
は
既
に
動
き
出
し
て
い
る
が
、

他
の
学
校
は
今
後
動
き
出
す
。

問　
統
合
後
新
し
い
体
操
服
に
な
る
の
で
あ
れ

ば
支
給
出
来
な
い
か
。

答　

考
え
は
な
い
。

▲鳥獣によって破られたネット

●
空
き
家
対
策
等

問　
町
内
の
空
き
家
の
戸
数
、「
特
定
空
き
家
」

の
戸
数
は
。

答　

令
和
４
年
３
月
で
２
６
７
戸
、
「
特
定
空

き
家
」
の
認
定
は
０
戸
。
「
特
定
空
き
家
」
候

補
に
な
り
う
る
戸
数
は
、
１
３
４
戸
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
補
助
の
支
援
は
。

答　

対
象
者
や
条
件
、
費
用
を
調
査
し
、
老
朽

危
険
空
き
家
の
除
却
の
推
進
に
繋
が
る
制
度
を

検
証
し
た
い
。

問　
美
化
セ
ン
タ
ー
の
日
曜
日
、
利
用
は
。

答　

２
ヵ
月
に
１
回
、
偶
数
月
の
第
１
日
曜
日

に
稼
働
し
て
い
る
。
周
知
す
る
。

問　
ゴ
ミ
袋
に
入
る
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
等
の
粗

大
ご
み
は
収
集
で
き
な
い
か
。

答　

そ
の
ま
ま
で
は
無
理
。
50
㎝
未
満
に
カ
ッ

ト
す
れ
ば
収
集
す
る
。

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
！

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
！

問　
資
源
ご
み
の
常
設
の
回
収
所
を
設
け
て
は
。

答　

設
置
費
用
、
管
理
体
制
の
整
備
等
、
現
状

で
は
困
難
。

●
子
育
て
支
援

問　
教
育
資
金
融
資
事
業
と
育
英
資
金
の
利
用

者
は
。

答　

教
育
ロ
ー
ン
は
、
令
和
元
年
度
以
降
は
利

用
者
が
い
な
い
。
育
英
資
金
も
平
成
30
年
度
が

最
後
の
利
用
者
。

問　
給
付
型
奨
学
金
が
必
要
で
は
。

答　

現
時
点
で
は
、
制
度
設
計
の
研
究
等
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

●
災
害
時
の
川
内
原
発
の
安
全
確
認

問　
町
民
へ
の
情
報
伝
達
は
。

答　

電
力
会
社
か
ら
国
、
国
か
ら
県
、
そ
の
後
、

町
や
報
道
機
関
か
ら
住
民
へ
の
発
信
と
な
る
。

問　
情
報
伝
達
、
避
難
方
法
に
つ
い
て
周
知
は
。

答　

必
要
に
応
じ
て
、
慎
重
に
検
討
す
る
。 「いろいろな支援制度があります。

　　　　パンフレットは、健康課で」



１１　議会だより　たちばな　

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

（一般質問の様子）

（一般質問の様子）

外村　　仁議員
ほかむら　      ひとし

外村　　仁議員
ほかむら　      ひとし

岩元　礼子議員
いわもと　   れいこ

岩元　礼子議員
いわもと　   れいこ

●
農
畜
産
業

問
　
昨
年
度
か
ら
の
就
農
数
・
離
農
数
は
。

答　

新
規
就
農
数
１
件
、
統
計
資
料
の
関
係
で

離
農
数
の
調
査
結
果
は
な
い
。

問
　
国
、
県
、
町
の
補
助
事
業
の
活
用
状
況
は
。

答　

国
事
業
２
件
、
町
事
業
３
件
。

●
町
の
特
産
品

問
　
過
去
10
年
以
内
に
町
が
関
わ
っ
た
特
産
品

の
数
と
品
目
は
。

答　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
素
材
を
絡
め
た
も
の

が
６
件
、
焼
酎
を
含
め
た
飲
料
関
係
が
２
件
、

羊
羹
１
件
、
お
茶
１
件
の
合
計
10
件
。

問
　
農
産
物
で
は
な
い
特
産
品
開
発
を
行
え
な

い
か
。

答　

狭
野
杉
を
用
い
た
御
朱
印
帳
や
木
製
の
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
化
粧
水
等
が
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
出
品
さ
れ
て
い

る
。

（
意
見
）
町
内
で
開
発
し
た

特
産
品
や
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
に
出
品
さ
れ
て
い
る
物

を
購
入
で
き
る
場
所
が
必
要
。

購
入
で
き
な
い
特
産
品
？

購
入
で
き
な
い
特
産
品
？

●
災
害
対
応

問
　
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
職
員
が
す
ぐ
に

確
認
実
行
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

令
和
６
年
６
月
に
更
新
さ
れ
た
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
担
当
職
員
が
適
正
に
業

務
遂
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
連
携
協
定
は
結

ん
で
い
る
か
。

答　

協
定
書
の
締
結
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。

問
　
公
共
施
設
等
整
備
基
本
方
針
の
見
直
し
の

進
捗
状
況
は
。

答　

災
害
に
よ
っ
て
生
じ
る
リ
ス
ク
分
析
や
施

設
の
利
活
用
を
含
め
、
財
源
の
確
保
な
ど
現
在

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
　
本
町
の
性
教
育
の
現
状
は
。

答　

文
部
科
学
省
が
定
め
る
学
習
指
導
要
領
に

沿
っ
て
進
め
て
い
る
。
小
学
校
で
は
、
心
身
の

発
達
が
顕
著
と
な
っ
て
く
る
４
年
生
か
ら
授
業

を
行
っ
て
お
り
、
児
童
、
生
徒
の
発
達
の
段
階

に
応
じ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
家
庭
で
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
。

答　

家
庭
で
も
性
に
関
す
る
問
題
を
話
せ
る
環

境
づ
く
り
を
お
願
い
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も

積
極
的
に
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
外
部
講
師
か

ら
思
春
期
の
特
徴
、
命
の
大
切
さ
や
望
ま
し
い

人
間
関
係
な
ど
も
学
ん
で
い
る
。

問
　
生
理
の
貧
困
対
策
は
。

答　

各
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
自
由
に
使
用
で

き
る
生
理
用
品
を
配
置
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
、

マ
ナ
ー
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
個
別
相
談
に
も
応
じ

る
環
境
作
り
を
し
て
い
る
。

●
移
住
者
へ
の
対
応

問
　
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
地
元
住
民
の
意
識

向
上
な
ど
、
よ
り
よ
い
町
に
し
て
い
く
た
め
の

対
策
は
。

性
教
育
に
つ
い
て

性
教
育
に
つ
い
て

答　

移
住
者
に
は
様
々
な
事
情
や
立
場
の
方
が

お
ら
れ
る
。
移
住
者
を
快
く
受
け
入
れ
る
環
境
、

温
か
く
見
守
る
環
境
、
支
え
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問
　
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
移
住
者
へ
の
対
応
は
。

答　
相
談
を
受
け
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か

り
と
話
し
を
聞
き
、
必
要
な
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
が
解
決
を
導
く
一
つ
に
な
る
と
考
え
る
。

問
　
受
け
入
れ
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
取
り
組

み
は
。

答　
行
政
と
し
て
は
、
必
要
と
さ
れ
る
ニ
ー
ズ

を
知
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
細
か
く
丁
寧
に

情
報
発
信
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に

も
地
域
の
皆
様
方
と
理
解
し
あ
え
る
地
域
づ
く

り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
安
全
対
策

問
　
災
害
時
の
役
場
職
員
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ

い
て

答　

現
在
、
職
員
全
て
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
確
保

は
出
来
て
い
な
い
。

問
　
中
学
生
の
通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
登
下
校

以
外
に
も
着
用
で
き
る
か
っ
こ
い
い
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
で
き
な
い
か
。

答　

検
討
し
て
い
る
。

問
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
一
部
補
助
は
出
来
な
い

か
。

答　

現
行
通
り
保
護
者

負
担
で
お
願
い
す
る
。
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編集後記編集後記編集後記
実りの秋を迎えました。
米不足からの価格高騰、
農家の皆さんの御苦労は報われたでしょうか。
消費者としては、毎日のごはん…お腹いっぱい食
べられるのか。もどかしいところです。
町制９０周年を迎え、「高原よかとこ、よいよー
い、よいとな♩」と、ずっと思えるような古里を、
皆さんと共に、作っていきたいですね。
　　　　　　　　　　　  編集委員　西嶋 陽代　

【小林新体操クラブ】【小林新体操クラブ】
旧高原高校体育館（現宮崎
トレーニングセンター高原）
で練習しています。

●月・水・金/１８時～２０時
●土/９時～

見に来てね
!!

曽山 蓮斗さん
（湯之元区／狭野小３年）

山之内 惇貴さん
（上麓区／高原小３年）

山之内 遥哉さん
（上麓区／高原小５年）

有村 優佑さん
（並木区／高原小３年）

全
国
大
会
に

出
場
し
た
い
で
す
。

高原音頭で笑顔高原音頭で笑顔

議会を傍聴しませんか？

請願・陳情を出される方は11月26日（火）までにご提出下さい。

詳細は町公式ホームページにて
高原町議会事務局　☎４２-５１３８

１２月定例会は

本会議は午前１０時開会

１２月４日（水）～
※質問者数により日程が決まります。

ＹｏｕＴｕｂｅでもご覧いただけます。

■残したい高原の味!■残したい高原の味!

齊 藤　森一郎さん
（上広原区）

河 野   清さん
（出口区）

さいとう しんいちろう

かわの　 きよし

手話講師をして
います。

手話ボランティアを
募集中。
いっしょに

勉強しましょう

創業
60年

。

がす
みせ

んべ
い

゛

まだ
まだ

頑張
りま

す。

そやま れんと やまのうち あつき やまのうち はるや ありむら ゆうすけ
写真左から

■2027宮崎障スポ!■2027宮崎障スポ!

九州大会（熊本）出場 !九州大会（熊本）出場 !

あなたの夢を

応援します!!
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